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GIGAスクール構想
⚫ Global and Innovation Gateway for All
の略

⚫小学校の児童、中学校の生徒一人に
一台PCと、全国の学校に高速大容量
の通信ネットワークを整備し、多様
な子供たちに最適化された創造性を
育む教育を実現する構想



令和３年度の成果
１ タブレットは「ツール」

（１）授業の効率化が図られ、考察やまとめの時間
を確保できた。

（２）学習内容に焦点化を図ることができた。

２ 安心・安全な授業
グループ学習やペア学習に替わる意見共有の方法
になった。

３ アンケート処理のスピード化
保護者や教師の意見を効率よく集計し、学校教育
活動に生かすことができた。



令和３年度の課題
１ ＩＣＴの活用が目的ではない。
２ 学年によって接続環境に差があり、

混乱した。
３ 操作のスピードに個人差があり、進

度に影響する。
４ どの内容でＩＣＴを活用するか吟味す

る必要がある。
５ 教師個人の興味・関心によって使用状

況に差があった。



令和４年度の取り組み

体制づくり

(１)現職教育との連携を図る。

副主題：「ＩＣＴを効果的に取り入れた

指導の展開」

(２)全職員で取り組む。

(３)アンケートで希望する研修内容を調整

(４)ＩＣＴを活用した研究授業を実施

（一人一授業）



令和４年度の心構え

１ わからないなら聞く。

２ 聞いたらすぐ実行

３ 生徒にも教えてもらう。

４ 何よりも「できて楽しい！！」と

自分に暗示をかける。

５「キャリアアップ！！」

できるようになった気がする…

６ とにかく毎日さわる。



実践例

校内ICT
活用研修

アンケートでコースを
設定して研修

①ミライシード活用コース

②Jamb0rd活用コース



実践例
・ミライシード

オクリンク

ムーブノート

カルテ

・Ｇoogle
Jamboard
Forms



実践例1 ミライシード

オクリンク

２年理科 実験１

炭酸水素ナトリウムの熱分解

【方法】
①実験方法をビデオで撮影
②実験結果を写真で撮影
③班で共有（つなげる機能）
④各自レポートにまとめる。
⑤他の班の結果と比較

（プレゼンテーション）



実践例２ ミライシード

ムーブノート

道徳の授業での活用
「飛鳥へ、そしてまだ見ぬ子へ」

配布したカードを班の広場に

提出し、コメントで意見交換

コメント欄
で意見交換



実践例２ ミライシード

ムーブノート

・学級で多かったキーワード

を共有して「自分ができる

こと」をまとめる。

※生徒の感想

タブレットを使って他の人の考え
まで見ることができてよかった。

キーワード
の多い順



実践例３

ミライシード

カルテ

生徒の提出
状況を確認
することが
できる。



Jamboard
電子黒板のデータの保存・共有

実践例４



Jamboadの共有機能を活用して

１．板書に時間が取られない。

２．Googleドライブの
マイドライブにデータが自動保存。





使い方 起動方法について



※
Jamboard が、表示されていない場合、

「Jamboard」で、検索する。

















【閲覧者】：生徒は、画面を見るだけ。

【編集者】：共有している人は、全員、画面を編集できる。



リンクをコピーをクリック

















実践例５
「学級力アンケート」の活用

参考文献
「学級力向上プロジェクト」

田中博之著 金子書房

１ 達成力（目標、改善、役割、団結）
２ 自律力（主体性、時間、運営、けじめ）
３ 対話力（聞く姿勢、つながり、積極性、合意性）
４ 協調力（支え合い、修復、感謝、協力）
５ 安心力（認め合い、尊重、仲間、平等）
６ 規律力（学習、生活、整理、校外）



「学級力アンケート」の活用

目 的

『学級づくりのために』

レーダーチャート ： 学級の状況把握

プロット図 ： 生徒一人一人の状況



ICTを活用した効率的な集計

⚫ Google Forms

アンケート

⚫ スプレッドシート
アンケート結果を集計



レーダーチャート：学級の状況

学級に結果
を掲示して
目標設定



次へのステップ

さらに効果的な活用を目指して

①生徒たちの意見も取り入れたい。

②新しいコンテンツを積極的に取

り入れたい。

楽して
楽しむ！！


